
浸
水
４
８
１
９
戸
、
床
下
浸
水
１
万
５
４
４
３
戸
。
田
畑

の
被
害
は
７
万
３
８
２
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
だ
。

江
別
市
豊
幌
の
農
業
、
山
本
宏
さ
ん
（
45
）
は
、
石
狩

川
支
流
の
幌
向
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
水
が
自
宅
周
辺
の

水
田
に
押
し
寄
せ
る
光
景
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
水
田
が

海
み
た
い
に
な
り
、
白
波
が
立
っ
て
い
た
。
生
き
た
心
地

が
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

和
人
に
よ
る
開
拓
が
始
ま
っ
て
１
３
０
年
余
り
。
ほ
ぼ

10
年
に
１
回
の
割
合
で
石
狩
川
の
流
域
を
洪
水
が
襲
っ
て

き
た
。
そ
の
中
で
、こ
の
洪
水
（
通
称
・
56
水
害
）
は
最
大
規

模
の
水
害
だ
っ
た
。千
歳
川
放
水
路
計
画
の
発
端
と
な
り
、

北
海
道
開
発
局
が
治
水
事
業
を
見
直
す
契
機
と
な
っ
た
。

◆
治
水
効
果

昨
年
９
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
、
道
内
は
停
滞
し
た
前

線
に
台
風
の
影
響
が
加
わ
っ
て
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
石
狩
川
下
流
域
の
総
雨
量
は
１
７
２
ミ
リ
。
75
年
８

月
の
洪
水
発
生
時
に
匹
敵
す
る
雨
量
だ
っ
た
が
、
被
害
は

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
。

「
治
水
対
策
の
効
果
が
あ
っ
た
」
と
、
石
狩
川
開
発
建

設
部
の
高
橋
季
承
計
画
課
長
。
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
川
の

し
ゅ
ん
せ
つ
・
掘
削
に
加
え
て
排
水
機
場
、
石
狩
放
水
路

の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。

高
橋
課
長
は
「
し
か
し
、
想
定
規
模
を
上
回
る
洪
水
が

発
生
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」
と
慎
重
だ
。

◆
治
水
事
業
の
開
始

石
狩
川
で
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
、
大
規
模
な
洪
水

が
発
生
。
１
１
２
人
が
死
亡
し
18
万
６
０
０
０
戸
の
家
屋

が
被
害
を
受
け
た
。
本
格
的
な
治
水
事
業
の
着
手
の
き
っ

私
と
遺
産

石
狩
史
研
究
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

北
海
道
開
発
局
に
勤
め
て
い
た
坂
田
資
宏
（
も
と
ひ

ろ
）
さ
ん
（
71
）
＝
札
幌
市
南
区
＝
が
小
説
「
石
狩
川
」

に
出
合
っ
た
の
は
約
40
年
前
。
農
地
改
良
の
た
め
長
期

滞
在
し
た
当
別
町
内
の
寄
宿
先
で
読
み
、
史
実
と
符
合

す
る
地
名
、
登
場
人
物
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
。

坂
田
さ
ん
は
休
日
に
な
る
と
、
町
内
の
旧
家
を
訪
ね

て
モ
デ
ル
調
べ
を
始
め
た
。「
細
か
な
デ
ー
タ
は
違
っ

て
い
て
も
、
小
説
は
全
体
と
し
て
当
別
の
歴
史
そ
の
も

の
」
と
坂
田
さ
ん
。
い
つ
し
か
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
、

開
発
局
を
定
年
退
職
後
は
当
別
町
の
歴
史
研
究
専
門
員

と
し
て
町
史
の
研
究
に
当
た
る
。

毎
週
３
回
、
町
中
心
部
の
ビ
ル
に
あ
る
当
別
歴
史
研

究
室
に
通
い
、
古
文
書
を
ひ
も
と
く
。
記
者
が
取
材
に

訪
れ
た
日
、
小
説
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
我
妻

謙
の
家
に
残
さ
れ
た
文
書
の
整
理
に
追
わ
れ
て
い
た
。

坂
田
さ
ん
は
「
当
別
移
住
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
戊
辰

戦
争
に
お
け
る
岩
出
山
藩
の
戦
い
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
。
歴
史
遺
産
と
し
て
も
、
石
狩
川
は

と
う
と
う
と
流
れ
続
け
る
。

か
け
に
な
っ
た
。

札
幌
農
学
校
工
学
科
第
一
期
生
で
、
の
ち
に
道
庁
石
狩

川
治
水
事
務
所
長
を
務
め
た
岡
崎
文
吉
（
１
８
７
２
〜
１

９
４
５
年
）
が
調
査
に
当
た
り
、
10
年
を
超
え
る
実
地
調

査
や
研
究
の
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
１
９
１
０
年
以
降
、
治
水
工
事
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
岡
崎
の
計
画
し
た
「
岡
崎
式
単
床
護
岸
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
マ
ッ
ト
レ
ス
）」は
、下
流
の
一
部
に
今
も
残
る
。

濁
流
に
感
じ
る
叙
情
―
―
明
治
初
期
の
石
狩
川

明
治
初
期
、
現
在
の
当
別
町
に
入
植
し
た
岩
出
山
藩
の

伊
達
邦
直
主
従
を
モ
デ
ル
に
し
た
本
庄
睦
男
（
１
９
０
５

〜
３
９
年
）
の
小
説
「
石
狩
川
」
は
、
開
拓
期
の
石
狩
川

を
描
く
。

新
た
な
開
拓
地
を
探
し
て
主
人
公
の
阿
賀
妻
謙
ら
が
ト

ウ
ベ
ツ
探
検
に
出
か
け
た
折
、
配
下
の
武
士
が
洪
水
で
濁

流
に
の
ま
れ
る
。
本
庄
は
「
暗
い
雨
空
を
う
つ
し
た
上
に
、

泥
土
や
砂
礫
（
さ
れ
き
）
を
溶
し
こ
み
、
く
す
ぶ
っ
た
色

で
さ
ま
ざ
ま
な
流
木
を
内
部
に
か
く
し
て
い
た
」
と
表
現

し
た
。

初
版
本
の
あ
と
が
き
で
本
庄
は
「
お
こ
が
ま
し
く
も
作

者
は
『
石
狩
川
』
の
興
亡
史
を
書
き
た
い
と
念
願
し
た
。

川
鳴
り
の
音
と
漫
々
た
る
洪
水
の
光
景
は
作
者
の
抒
情

（
じ
ょ
じ
ょ
う
）
を
掻
（
か
）
き
立
て
る
」
と
記
し
て
い

る
。「
川
鳴
り
の
音
と
漫
々
た
る
洪
水
の
光
景
」
は
、
本

庄
が
筆
を
執
っ
た
原
点
で
あ
り
、
石
狩
川
は
現
在
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
暴
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と

を
想
像
さ
せ
る
。


